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北海道恵庭・・千歳両鉱山附近地質調査報告

猪木牽男＊秦『光男＊

　　　　　　　　　R6sum6
0n甑eGeologyAssociate趨withGold－QuartzVeinsnear
　　　‡he　Eniwa　and　Chitose　Mine，Hokk撹ido

by

Sachio　Igi＆Mitsuo　Hata－

　　The　go玉d－quartz　veins，epit益ermal　fissure毛11ing　deposit，near　the　Eniwa　and　Chitose、

mines，Hokkaido，occur　in　the　propylit墨zed　andesitic　lavas　or　other　effusive　electas　and　in

the　black　hard　mudstone　of　th6Miocene　Sediments，the　basal　bed　rocks　in　this　area．Those

veins　have　generally　i（ientical　trends，as　shown　in　Table4，．striking　N800W～N800E　and・

dip主）ing800N　or　S至n　the　northern，and　N600E（げN500W　and　800S＾ゴ70。N　in　t五e　southern

area，owing　to　the　effect　of　the　tectonical　movements　and　to　the　characters　of　their　coun－

tryrocks．

F1．緒　 言

北海道札幌市の西部から南方支笏湖西部にかけて，中

新世ないし鮮新世のいわゆる古期噴出岩類が広く分布し

その地帯には，北方の手稻鉱山から豊弱鉱山・光竜鉱山・

恵庭鉱山・千歳鉱山等の重要な金属

鉱山があり，一大鉱床地帯を形成し

ている6このうち支笏湖北部餐藷び

西部に恵庭鉱山註1）および千歳鉱山

力1あつて金・銀を稼行の対象として

おり，この附近には数多くの含金

（銀）石英脈の発達をみる。

筆者はこの石英脈とその附近の比

較的複雑な地質との関係を明らかに

する目的をもつて，主として野外調

査のみを行つたが，その結果をこX

に報告する。　1

　この調査研究に当り，千歳鉱山鉱

業所長佐藤邦郎氏・調査係長重松喜

一氏註2）等にいろいろの便宜をうけ

た。こxに深謝するものである。

　　2．位置および地形
　　　瞳
・当地域は札幌市の南南西30～40

＊北海道支所

」』

0

km附近にあつて，支笏湖の北部に恵庭鉱山があり，西

部に千歳鉱山がある。両鉱山の周囲は山岳地帯で交通は

至極不便である。札幌市からは支笏湖畔（支笏湖の東部）

まで一応直通のバスの便があり，また国鉄千歳線千歳駅

および苫小牧駅からも同じく同湖畔まではパスを利用で
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註1）　この北方3kmの地禦占に光龍鉱山があろ。特にこの鉱山につ

　いては丈獣1）・を蓼照

註2）この報告には氏の談話（特に鉱床について）が引用されているこ

　ともある。
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　　第1圓　　位置圖
きる。その湖畔から千歳鉱山までは同鉱山行の定期舟艇

があり，美笛川肩の鉱山事務所（これまで約13km－1

時聞位）を経て，さらに美笛川に滑う鉱山専用軌道（約7

km）によつて同鉱山の中央事務所にいたる。恵庭鉱山は
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泪下休山状態にあるので，適一

当な渡し舟によりポロピナ、イ

・
1
に
達 し，それより恵庭岳東麓

の旧鉱山専用道路を経て北方

約6kmの間，徒歩により鉱

，山跡にいたる。いずれも鉱山

の現場附近を除いては人跡稀

で，道路はまつたくないo

　本地域の西部には北から南

へ空沼岳・漁岳・小漁岳・丹

鳴岳を経て南西方の白老岳に

いたる急峻な山嶽が蓮なり，

分水嶺を形成し，支笏湖を挾

んでは北方に恵庭岳，南方に

風不死岳・樽前山がそびえて

いる。恵庭鉱山・千歳鉱山は

それらの山岳に囲まれ海抜約

500～600mの地点にあるo

　漁岳に源を発する漁川は，

恵庭鉱山附近を東流し，附近

め支沢をあつめ千歳川に合流

するが，ごの附近では各所に

断崖絶壁を形成しつつ山地を

開析深刻しほ蜴μ：年期の地貌

・を呈している。陥没湖盆註3）2〉

『
と いわれる支笏湖は，恵庭岳

の噴出に伴なつて生じた堰止

湖のオコタソペ湖（海抜572

m）より流れるオコタンペ川

および美笛川と丹鳴川よりの

水をたたえ，こ1れは「湖畔」附

近で千歳川となり東流し石狩

川に合する。美笛川および丹

鳴川はいずれも丹鳴岳を分水

嶺として西流あるいは東流す

るが，美笛川は千歳鉱山附近

で東方へ迂回し，髄所に平拒

地をつくつている。これら河

川の水量はいずれも豊富であ

る。

　一般に千歳鉱山附近は恵庭

鉱山附近に比してそれほど急

峻な地形を示さないが，その

東側では局所的に急崖地形の

篭3）2）は引用丈獄のi番號を示す。

　以下同じ。
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ところもある。

　　　　　　　3。一般地質
　木地域の地質は第2図に示した通りである。中新世の

堆積物と考えられる泥岩・砂岩・凝灰質砂岩および角礫

凝灰岩等がこの附近の噴出岩類の基盤をなし，恵庭鉱山

東部より北部に広く標式的分布を示しており，、これらを
　　いざり
一括して漁層とする。その一部はオコタソペ附近および

美笛川下流にみられ，美笛川附近ではその下位に帯緑色

安山岩質凝灰岩が存在しこれ．を美笛層註4）とする。、

　これらを直接蔽う噴出岩類はプロピライト化した初期

の安山岩質噴出岩類である。これは南北におい鴎その

原岩の性質を異にし，南部のものは集塊岩様あるいは角

礫凝灰岩質のものを主とする噴出岩類で，北部では南部

のものを蔽う形で輝石安山岩質および石英安山岩質熔岩

がみられる。恵庭鉱山および千歳鉱山はこれらのなかに

胚胎する含金石英脈を稼行の対象としている。

　これらの噴出岩類を蔽い，石英粗面岩質擬灰岩が南部

千歳鉱山附近にみられ，含石英一輝石安山岩質熔岩は小

漁岳を形成しており，石英安山岩質あるいは石英斑岩質．

の岩脈が漁川流域およびオコタンペ湖西部において，第

三紀暦または前記の噴出岩類を貫ぬ心・ている。これらは・

いずれもプロピライト質噴出岩類とほ黛同時あるいは直

後の産物と考えられ，同様の変質作用を蒙つている場合

が多い。

　その火山活動以後，漁岳および丹鳴岳を形成する熔岩

の流出があり，本地域の北方の空沼岳，東方の紋別岳，

南方の白老岳等と期を同じくするものである。これらは

いずれも安山岩質であり，ほとんどプロピライト化して

いない。丹鵯岳形成の際には，その前にや』石英粒忙富

む凝灰岩の拠出があつたようである。

　美笛川中流の西方にほ，さらに後の流動状取璃質紫蘇

輝石安山岩質熔岩流がみられる。

　以上は大体第三紀末期までのものであるが，洪積期に

入ると，本地域でも相当な分布をみる支笏泥流が広く第

三紀層および噴出岩類を蔽つている。これは支笏湖盆陥

没期φ一大火山活動に伴う噴出物2）と老えられている。

　支笏湖盆陥没後の支第火山最終期の噴出物の一っであ

る恵庭岳は，支笏湖北部に円錐形の急峻な山相を呈する

塊状火山で，種々の安山岩質熔岩よりなつている。これ

は支笏湖を挾んで南部に屹立する風不死岳および樽前山

とその噴出期を同じくする2）。

4．基底地質について

禾地域で種々の噴出岩類の基盤をなすものは♪前述の

註4）こ柑溜際の露醜碓認鵬なカつ輔・織鉱山で行つ妹
　＿リングの結果によるものである。そして暉雇によつて漁岳西部

　にみら才拓凝灰岩恩詫の一部であ茄と考えている・

附　道　地質　圖
11一（119、



地質調査所月報（第5巻第3号）、

ノ

　　』し→羨．彫　　　　　一　一
さ・」レ、ト　も遡　一　　　一、乙，＼、　　　・

　　　　　　　　　難…藝導撫　ぐ’・ムL一憲窯一駿、．、
　　　　　　　、と蕪灘二』：1、￥§嬉
　　　　　　　言，一：1一綴’空号鷺鉱．》嶽響、N、き喝4

欝機嚢慈ヲ』濃1簿・一蘇6

糟
〃 　弗4紀層　河放段丘及ぴ氾温原轡勇物

　悪庭缶噴出物、
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レ　流動性破璃質紫蘇輝石安田老質溶老

も　丹鴫岳熔岩

b

q

丹鳴岳噴出物

漁岳后期熔岩

漁岳前期熔岩

石奨安山岩質脈岩類

第2圏b　恵庭・千歳

ごとく恵庭鉱山東部から広く北部へ分布し，またオコタ

ソペ附近および美笛川下流に局部的に露出する新第三紀

層であり，それ以前の地層はまつたくみられない。

　こNに漁層と仮称したもののうちで，北方において，

黒色あるいは暗灰色の硬質泥岩および同質泥岩と中粒の

，灰色砂岩との互層を主とするものを下部硬質泥岩層とし

その上部の灰色の粗粒または中粒の砂岩・擬灰質砂岩お

よび角礫凝灰岩あ為いはや玉緑色を帯びた凝灰岩よりな

　　らるものを上部凝灰質砂岩層とする・それらの標式的露出

は恵庭鉱山東部より北部光竜鉱山への地域に蓮続してみ

られる。オコタソペ附近には上部層，美笛川下流には下

部層がそれぞれ局部的に認められるα

下部硬質泥岩層は漁川の両岸で断涯絶壁を形成する附

近では，小規模な堆殻変動註5）によつて僅かに摺曲し，

向翻あるいは背斜構造を示しており，数多くの小断層に

より寸断されているが，一般に緩傾斜で大略その上下関

係々明らかにすることができる。その下部の砂岩と泥岩

の互層する附近にはS召g傭’6s6hJ∫4痂J　MAKIYA聯の

化石を含み，石炭の薄層を挾むところがある。その上部

には暗灰色ないし黒色の泥岩が連続し，局部的に凝灰質

註5）　この地攣は初期の噴出岩類の噴出に伴ねうものであろう（南声

　のもののときか北方のものの時ヵ’は不明である）o

12一（114）



北海道恵庭・千歳両鉱山附近調査報告

砂質泥岩との約0．1m位の互層がみられるが，本層は

響曲少なく，走向N20。W・一N200E，傾斜40。Wの単

斜状をなす。さらにその上部の黒灰色泥岩中に，1僅か1

露頭のみであるが，化石の密集するところがあり，動物

化石および植物化石を同時に保存している。それらの化

石は次の通りである註6）。

　　（猪木幸男・秦　光男）

色の凝灰質角礫岩となり，プ・ピジイト化した初期噴斑

岩類に近づくに従つて，著しく発達す資。この層は一般

に粗懸な岩質を示し，化石類はまつたく見出せない。

美笛層としたものは千歳鉱山附近美笛川支流葺線の沢

にみられる暗灰色泥岩層，および凝灰質砂岩層註7）の下

位に・ある安山岩質緑色凝灰岩を主とするものである。こ

曹　　石英粗面岩質凝灰岩

☆　含石英両輝石寧山岩質熔岩

鵬灘箒灘．
　　　　　は　　　　

附近立膿地，質圏

　E6伽oso耀sp．

　T6！枷ωsp．

　」乙％6」％αsp．

　Ro擁αsp．（Foraminifera）

　一勘9郷sp．（ブナ属）

　上部凝灰質砂岩層は，前記の泥岩層より整合的に酸化

し，一般に単傾斜を維持し，大体N20～50。E，’40。：NW

の走向・傾斜をもつている。下部から灰白色の粗粒砂

岩，同色の凝灰質砂岩が大部分を占め，上部で帯緑灰褐

註6）　この鑑定は封馬坤六によつた。

れに前註に記したようにボーリyグによつて確められ駕

もめで，両者の関係およびそれ自身の性質も明らかでな

いが，一応漁層の下位にくるものとした。この地層の一

部と、思われるものが漁層の南西部に断層を隔てて露出L

ている。それは明馨石化あるいは珪化等の変質作用を蒙

つて灰白色の外観を呈する凝灰岩である・

上述の各基盤層の層序および岩質等を，この附近の地

　註7）これは漁暦下部硬質泥岩履のr部で，明らカ’な暦理が見られる

　　が一定しておちず南部噴出岩類の周絡部では角礫化作用を受けて

　　・溜り，凝灰質の角礫彪含んでいる。これは瞬らカ・に堆陵直後の火

　　山括動の直接これに興え伽動的影響を思わせるものであるo
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灰色凝灰質人山灰

支　笏　泥　流
岐笏湖盆形成1
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　　備鯛凝灰看

1北有ては反臼色の凝灰岩1

第3圖　　模式重也質柱封犬圏

質層序とともにまとめて示せば第3図のようである。

　こ玉に漁層下部硬質砂岩層は，その化石および岩質よ

り，北海道南部において中新世上部の八雲統3）とされて

いるもの，すなわち定山漢附近の板割沢層4）に酷似する

が，採集化石や，石灰を含む附近の岩質により釧縫統の『

一部と考えた方が妥当であると思われる。また上部凝灰

質砂岩層も岩質からは下部鮮新世の黒松内統，すなわち

定山漢附近の簾舞層に相当するものと考えられるが，下．

部層より整合的に連続することからやはり訓縫統の上部

に属するものとしておく，従づて美笛層と漁層との詳細

な関係は不明であるが，美笛層は訓縫統またはそれ厚前

のものである。

　本地域にみられるこのような地層の時代決定には，論

議の余地があるが，一応上記に従えば初期噴出岩類はす

べて訓縫期あるいはそれ以肇の火山活動によるものであ

り，南部のものは附近に漁層の上部層を欠いており，下

部の泥岩には前脚註に示したような現象が見られるから

漁層下部の上位の時期に火山活動のあつたことを思わせ・

るものがあ，り，初期噴出岩類の活動期には2つの時期が

考えられる。

5．噴出岩類および脈岩について

　本地域に広く分布する噴出岩・脈岩等は，その噴出や

貫入の時期に従つて次のように分けられる。

　（1）　プロピヲィト質初期噴出岩類（5．1）

　　a）南部噴出岩類（集塊岩様角礫凝灰岩質安山岩質

　　　　熔岩類）（5．1．1）

　　b）北部噴出岩類（5．L2）

　　　①　輝石安山岩質熔岩

　　　②　石英安山岩質熔岩　　　　　　・

　（2）含石英一両輝石安山岩質熔岩（5．2）

　（3，）石英粗面岩質凝灰岩（5乙3）．

　（4）石英安山岩質（あゐいは石英斑岩質）脈岩類

　　　　（5．4）

（5）漁岳熔岩（5．5J

a）『前期熔岩（両輝石安山岩質）（5．5．7）

　b）後期熔岩（紫蘇輝石安山岩質）（5．5．2）

（6）丹鳴岳熔岩（両輝石安山岩質熔岩）（5、6）

（7）流動状破璃質紫蘇輝石安山岩質熔岩（5・7）

（8）支笏泥流（石山凝灰岩またに白老泥流）（5・8！

（9）　恵庭岳噴出物（5。9）

　これらはいずれ一も麦笏泥流および恵庭岳噴出物を除い

て，主とレて麦笏湖盆陥没前のものでおる。塗にこれら

．り産状および性質について述べるが，恵庭岳噴出物註8）

については省略する。

　5．1　プ目ピライト質初期噴出岩類，

　これは本地域の北から南ヘー見一様に分布するプロビ

ライト質の灰緑色の噴出岩類で，恵庭鉱山附近からオコ

タyぺ附近に分布するものと，’南部の千歳鉱山附近に発

達するものとは，その産状および性質を異にしているこ

とはすべに述べた。しかしこれらはL一様に同様な変質作

用を蒙り，またこ丼で聞題になる含金石英脈をいずれも

胚胎していることから一括したものである○

註8）これは交獣2）および5）蓼照のこと。
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　5．1．1　南部噴出岩類

　これは全般的にみれば集塊岩様角礫凝灰岩質安山岩質

熔岩とい5ような複雑な外観を呈するが，ニナル川附近

では集塊岩横角礫欺熔岩が多く（その産状および鏡下の

状態を図版1（a）（b）に示す）。五線沢または一の沢附近

　　圖版1　集塊岩務1鍵朽安山岩質熔岩

　　　a　ニナル川流域に畑ける産状
肉眼的に角礫部もマトリツクヌ部も同質の安山岩の

　　　　　組織を示している

b　厨上の角礫部とマトリツクス部のコンタクトの顯微鏡寓眞

　　　　　　　（11ニコル，×18）
　左識角礫部　　　　　　　’

　右＝マトリツクスの部分。や』麺質度高く凝灰質である。

がら，鳴尾沢上流にかけては角礫凝次岩質であり，舞

鶴沢および黄金沢附近より北部には比較的塊黙のものが

多く，福神鉱床附近ではこれらの混交とした朕態のもの

である。しかしこれらの間の境界は明らかでない。これ

らのなかにはわずかに変質し局部的に新鮮な感じを与え

註9）　あるいは渥辰岩檬を呈するo

る普通の塊状安山岩質熔岩難9）もあり，純然㊧る緑灰色

凝灰岩あるいは角礫凝灰岩または緑色擬灰質砂岩も存在

し・これらが混交しているが，めずれにしても非常に後

雑な火山噴出物の一部と考えられる。

　こ玉にみられる安山岩質熔岩類の原岩はほ黛同一の惟

質を示すのが常で，それは後述の北部噴出岩類中の輝右

安山岩質熔岩に相似ゐ性質を示す魁局部的に石英の斑

晶の認やられることもある。外観は灰緑色ないし帯褐暗

緑色を呈し堵較的硬質である。しかし風化または粘土

化作用によつて，帯緑灰褐色のきわめて粗霧な凝灰質に

みえる場合もあるが，前述のいわゆる凝灰岩質のものと
1
は
異
な る。この場合は多かれ少なかれなんらかの変質作

用を蒙り，硫化鉄鉱の鉱染をみる。この斑晶は斜長石お

よび普通輝右を主とし，時には斜方輝石もみられるが，

一般には変質し，方解石・緑泥石に化し，特に輝石類の

変質が著しい。石基は譲璃質に富む場合もあるが普通破

璃基流晶質あるいは毛藍構造で，斜長石・普通灘石・磁

鉄鉱よりなる6しかし一般に変質し，緑泥石・方解石・

絹雲母時には曹長石および氷長石の形成をみるが，緑簾

石化はほとんどみられない。硫化鉄の鉱染もみられ，磁

鉄鉱もこれに交代されており，緑泥石様物質あるいは粘

土化作用による非晶質物質で汚染されているところもあ

る。また石英脈が発逮し，硫化鉱の鉱染する鉱床地帯で

は，脱破璃作用およびそれに伴なう珪化作用が著しく，

カオリyイヒも普通である。

　千歳鉱山は，この中の含金石英脈を稼行しており，恵庭

鉱山より種類の多い随伴鉱物の存在が認められている。

　5．1．2　北部噴出岩類

　輝石安山岩質熔岩一これは主として北部の比較的東部

に分布し，前述の漁層上部の凝灰質砂岩層め凝灰質砂岩

または角礫凝灰岩等と接し，これらを醸つている。一般

に帯緑暗灰色の堅硬な岩石である魁風化したところで

は帯緑灰褐色を呈し，著しく変質したものは暗緑色ない

　し灰緑色で，粘土化作用のすすんだどころでは帯白褐色

または緑色となり粗髪である。節理・裂罐が発達し，時

に玉葱状構造を呈する。斑晶では斜長石および磁鉄鉱の

結晶のうち塵かに変質作用を免かれているもののあるほ

かは，輝石類はほとんど変質し，僅かに結晶形のみを留

めているにすぎないp石基はほとんど斑晶と同一鉱物よ

　りなつているようであるが，所によつては石英のみられ・
　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

5
る こともある。僅かに脱披璃作用のみを蒙つたものだげ

が，譲璃基流晶質の構造を止めている。

　緑簾石の形成は比較的少なく，オコタソペ附近のフレ

ナイ川下流の著しく粒状化作用註10）の進んだもののうち

　　註10）　この附逝は，石英肱の醗達も特に著しいというわけでなく，鉱

　　　　床の形歳もみられない。
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にみられるにすぎなヤ1。曹長石化もきわめて少ない。こ

のよ，うな変質作用は石英脈Q発達する附近のみとは限ら

．ず，割合に広く認められるら

　石英安山岩質熔岩一これは前記のものと同じく主とし

て恵庭鉱山附近からオコタyぺ湖南部に分布し，・オコタ

ンペ湖西側において輝石安山岩質熔岩の後に噴出し，ーこ

れを蔽ったもののようである。その外観も非常に類似の

性質を示し，識別し難いが，』石英の明瞭な斑晶がみられ

るところもあり，この熔岩中に同質の角礫状あるいは集

塊岩状構邉を示す地域が前者に比して多くみられ，両者

は区別できるようであるQ

　鏡下にお“ては，比較的新鮮な外観を呈する岩石でさ

えも，斜長石・磁鉄鉱および丸昧を帯びた石英の斑晶の

一部を除いてはほとんど変質し，輝石類も大部分その結

晶形のみをとどめているにすぎず，石基も毅璃基流晶質

であることを察知し5る程度で，『ほとんど前記の輝石安

山岩質のものと同様の性質を示し，蒙つた変質作用によ

つてもほとんど同様な鉱物類の形成をみるものである。

　5．2　含石英両輝石妥山岩質熔岩

　オコタンペ湖西部にみられ，小漁岳を形成するものの

ようである註11）。これと前記の噴出岩類との境界は明ら

かでないが，・その変質作用の弱さ，あるいはほとんど石

英脈のみられないこと，および漁岳南部においてこρ熔．

岩流が美笛層の一部の凝灰岩層を蔽うよ5な産状から，

『それらより後の噴出物と考える。外観は帯緑暗灰褐色で

節理に富み，堅硬なものと，風化作用により粗霧となつ

たものとがある。局部的に節理に沿う風化作用の影響で

球状をなし，集塊岩様の組織を示す。斑晶は斜長石・輝

石類および磁鉄鉱で，斜方輝石はほとんど緑泥石および

方解石に変化しているが，普通輝石および斜長石はかな

り新鮮な結晶を残している。石基は斜長石・輝石類・右

英・磁鉄鉱であるが，前2者は方解石化・緑泥石化して

いる場合が多い。一般に破璃基流晶質あるいは毛藍状構

i造を示し，硫化鉄鉱の鉱染のはなはだしいものもある。
’
石
英 は融蝕され，気泡包嚢の形をとる。

　5．3　石英粗面岩質凝友岩

　美笛川中流，千歳鉱山福神鉱附近より北方および鳴尾

岳附近に分布し，初期の南部噴出岩類を蔽うものであ

る。その噴出期は北部の初期熔岩類の末期の頃と考えら

れる。一般に帯緑黄褐色で粗霧，美笛川に露出するもの

は石英の結晶粒が多く，プ・ピライト質の岩礫，1稀に花

崩岩質・泥岩質あるいは凝灰質砂岩等他種の岩礫を含む

ことが多い。その含有鉱物粒または破璃質部は変質して

方解石・緑泥石あるいは緑泥石様物質に化し，硫化鉄の

　註11）これと同質の熔岩は光龍鉱山北方で空沼岳熔岩の一部と考え

　　　られるもののなかにみられるo前出女獄1）

鉱染もみられ，酸化鉄にぶり汚染されている。鳴尾岳附

近のものは同質であるがや」安山岩質で，石英脈の貫入

も著しい。局部的に美笛川流域では，ζの上部に水平に

近い偽層を呈する凝灰質砂岩層が薄く（約10m位）みら

れ，これを挾んで流動状破璃質紫蘇輝右安山岩に蔽われ

ている0

　5．4　石英安山岩質（あるいは石英斑岩質）脈岩類

　この附近に認められる脈岩類は上記の初期噴出岩類お

よび漁層下部の黒色泥岩層を貫ぬくもので，それ自身も

変質作用をi蒙るかあ為いは硫化鉱が鉱染しており，いず「

れもほy同質である。』’

，恵庭鉱山東方にお‘・て泥岩層を貫ぬいて，肉眼的に帯

緑暗灰色の幅2m（一）位の岩脈をなしているものは，

母岩の周縁に著しい角礫化作用を与えている。これは有

色鉱物をほとんど欠き，斜長石め斑晶は大部分粘土化し

融蝕された石英および石基を形成する破璃質の部分のみ

が残されている石英安山岩質のものである。鏡下におい

て，これらの境界には流動構邉を示し，単なる角礫化帯

と見過すような奇態な様相を皇している（図版II）。

　漁川上流およびオコタンペ湖西部にみられる岩脈は，

いずれも前述の北部熔岩中の石英安山岩質熔岩を貫ぬぎ

暗緑・灰褐色の緻密堅硬な石英斑岩質を示す石英安艮1岩

の岩脈であるが，これもまつだく有色鉱物を欠いている。

斑晶は石英と斜長石（An57ん62）のみからなつており，r

画版II漁川に‘おける泥岩と脈岩とのコンタクトの

　　部分の顯微鑛鳥眞（11ニコル，×18）
　　左騒流動糠造を示す石英安山岩質脈岩

　　右昌角礫1伏を呈する泥岩
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石基も同様で，磁鉄鉱少なく，緑泥石化作用および黄鉄

鉱の鉱染がみられ，一般に填間構造を示す。このなかの

斜長石はカオリソ化あるいは曹長石化してし、・るものもあ

るo

　これらの岩脈は産状において含金石英脈と無関係であ

る0

　5．5漁岳熔岩
　これは漁岳を形成し西部におヤ・て前記の却期噴出岩

類を直接蔽つているものである’。この岩質および産状か

ら一応前期と後期の熔岩に分けたが，その境界は明らか

でない。

　5．5．1前期熔岩

　両輝石安山岩質熔岩で，外観帯褐暗灰黒色緻密堅硬

の新鮮なものであるが，樺かに緑泥石化あるいは硫化鉱

の鉱染をみるところもあり，局部的に幅LOcm前後の

薄い方解石脈が，僅かにより細い石英脈を伴なつてみら

れるところもある。斑晶は斜長石・紫蘇輝石・普通輝石

および磁鉄鉱よりなり，石基は明らかに破璃基流晶質を

示して，斜長石および輝石類よりなる。この岩石も集塊

岩様あるいは角礫状の組織を留めたものもあり，これは

熔岩流出後の局部的地変を物語るものである0

　5．5．2後期熔岩
　前期のものに比して紫蕪輝石を非常に多く含有するも

ので，紫蘇輝石安山岩質とする。ごれと前期熔岩とは漁

川上流で断層で接するところもあるが』実際には前期の

ものを蔽ったものであるが，両者をあわせた熔岩の中心

部を形成するものであるかは詳かでない。外観は前期熔

岩とほ怠同様ゐ性質を示すが，，一般に変質少なく石英脈

’および方解石脈はほとんどみられない。斑晶は主と』して

斜長石・紫蘇輝石よりなり，普通輝石部よび磁鉄鉱は僅

かである。図版IIIに示すように，斑晶の斜長石は聚

斑晶（glomeroporphyr五tic）をなす場合が多く，’そのな

かに半自形または他形の紫蘇輝石註12）がPoikilitic状に

入り込んで，それらが1つの斑晶を呈するような構造を

示すものが認められる。これはノーライト質の同源包嚢

物（Cognate－inclusion）であろうが，それらの斜長石およ

び紫蘇輝石の性質が他の斑晶のそれとまつたく同じで他

め斑晶の場合と同様，石基との境界になんらの変化もな

いことから，これは単なる包嚢物とのみ考えられず，ノ

ーライト質岩漿とこの安山岩質岩漿との間の密接な関係

のあうことを思わせるものである0

　5．6丹鳴岳熔岩
　丹鳴岳を形成する熔岩の露出1審きわめて僅かで，その

頂上に断崖を形成し，一部フレナイ川の上流および美笛

川の最上流部にみられるにすぎず，その他の地域では，

註12）時には普通輝石が加わる。

鑓

圖版III漁岳熔岩（後期）中の聚斑贔駄構造を示す

　　　顯微鏡窟眞（1ニコル，×55）

　　　　P国Plagioclase
　　　　H＝Hypersthene
　　　　M＝Magnetite

その噴出前の石英粗面岩質凝灰岩あるいは他の拠出物の

上部附近に転石として見出されるのみである・

　これは漁岳後期熔岩と同じく比較的紫蘇輝石に富む両

輝石安山岩であり，外観も鏡下の性質も同じで，斜長石

および輝石類の聚斑晶構造を示すと’とろもある。しかし

美笛川上流に露出するものは，やX破璃質に富み，これ

妹漁岳前期熔岩に酷似する。そのような性質から漁岳熔

岩とほ穿噴出期を同じくする亀のであろうと考える。

　5．7　流動賦破璃質紫蘇輝右安山岩質熔岩

　これは千歳館山の北西部の美笛川を挾む丘陵台地にの

みみられるもので，帯褐灰黒色の堅硬な熔岩で，北部で

はやΣ灰緑色を呈し，粗霧な部分がある。柱状節理とと

もに板状節理が著しく発達し，肉眼的にも流動構造の発

達がみられる。鏡下では斑状構造は呈するが，著しく破

璃質で，風化作用により酸化鉄あるいは他の非晶質物に

富み汚濁している。斑晶は斜長石・紫蘇輝石を主とし，

普通輝石・磁鉄鉱もみられる。斜長石以外の結晶は比較

的小さくその1／2～1／3位のものが少なくない。石基は前

述のごとく破璃質に富み，や」隠微晶質で流動構造が明

らかである（図版IV）。長石あるいは石英質の珪酸鉱物

よりなる球穎構造を示し，輝石類の存在は少ない。また

いわゆる熱水性の変質作用はほとんど蒙らず，属化およ

び粘土化による汚染物質が多いσ

　以上の熔岩類は，いずれも新第三紀の中新世から末期

にかけてのいわゆる古期噴出岩類と思われるものである

が，最後の流動状鼓璃質紫蘇輝石安山岩質熔岩はその産

状，性質ともに他のものと著しく相異するものであり，

第三紀最終期のものか第四紀初期のものであるか明らか

でない。しかしこれら熔岩類の主要組成鉱物（翁長石・
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第　　’1 表

噴出岩および
原岩名称

初

期

噴

出

岩

類

南

部

北

部

輝石
安山岩

輝石
安山岩

石英
安山岩

含石英輝石安山
岩
、

脈岩類（特に石
英安山岩）

漁岳熔岩前期

漁岳熔岩後期
（および丹鳴岳
熔岩）

流動状破璃質
紫蘇輝石安山岩

原岩の斑晶およびその性質
（全斜：②斜方

長石輝石
An
％

7G
（±）

？

64
（±）

・70
（一）

57～
62

「73～

80

2V

ほと
んど
なし

ほと
んど
変質

変質

ほと
んど
変質

③
単斜輝石

63～

・2V

（＋）66

（十）60
（±）

（？）

変質

56（±）

（一）5蝦68

（一）

7256～70

60～
63

（一）61

（＋）52

（＋）45
（±）・

CZ

43
（±）

45
（±）

（？）

変質

55
（±）

34～
38

50

35
（±）

④

その他の鉱物

Magnetite
　（少）

Maglletite

　（少）

Quartz
Magnetit¢

Magnetite

Quartz

Magne砒e

量　比

①〉③〉④

石基の構造
および鉱物

変質作用により
生じた鉱物・

やX　glassyなHy一
・a10pilitic～Pilo－Chlorite（albite）

taxitic構造析木Calcite（adularia）

楼潔欝灘、羅
1讐囎罫鉾含甑

①〉③＞②〉④

碕〉②＋④〉④

①〉③＞②＞④

構造同上
余り　91assyPでな
い

鉱物同上

Hyalopilitic構造
Plagioclase，Pyro－

xene　Magnet三te，
Quartz

Ch！orite　Ser玉cite

Calcite　（pyrite）一

Epidote　Sulphide
etc。

Chlorite（pyrit6）一

Calcite　Sulphi（ie

Seridte

Hyal・piliticおよChl。r三te
びPilotaxitic構ICalcite
禽，懸♀搬zlぐpy・ite）一

Magnetite．ISu’ph’de

4〉①

1非常に91assyな
1ものとin讐rsertal

蹴構造を爪すもの
1がある

・i跨i盤，讐

C血10rite（pyrite）

Calcite　Sulphide
albite

Magnetite・①〉③〉②〉④

Magnet三te

Magnetite

①＞⑨〉◎6

Hyalopilitiヒ構邉
Plagioclase・両輝i　Chlorite
石よりなる，これ！
ンこ　Magnetite

Hyalopilitic構造
Plag至oclase，両輝

石・

非常にglassyで
Fludalstic　　を示

①〉②＞＞④饒セhe「oida’構

Magma，（Pyro－
xen）　Magnetite

ほとんどない

ほとんどない

備考

Basic

↓
（Acidic

T蝉）

↓
（Acidic）

、↓l

Basic

↓
（やΣ

Acidic）

註）　斑晶の量比は変質してもその結晶形で判定できるものは’》で示した

　　　　　　　　　　　　　　　　　！！

輝石類）には共通するものがあり，地域を同じくして火

幽活動を惹起した岩漿の間になんらかの関蓮性あるを思

いこれらの顯微鏡的性質を一括して比較対比すれば第1

表のごとくである。

この表から，期を同じくするもののなかで，比較的後」

のものほどや玉酸性を帯びる傾向があり，これにそれぞ』

れの聞隙にみられる擬灰岩類の性質をも加昧すろと，こ

Xでも幾つかの塩基性から酸性への輪廻が火山活動に伴

なつて繰返されたようである。

5．8支笏泥流
支笏湖盆を中心にきわめて広い分布を示し，北部では

石山凝灰岩，南部では白老泥流とも称せられている。こ

の地域ではオコタ，yぺ附近を挾んで南北に分布するが，

オヌタンペ附近ではかなりの区域が無露出地帯で，それ

が浸蝕によつて削剥されたものか，南と北でその中心を

異にするものが不明であるが，洪積期の比較的初期の支

笏湖盆の陥没を伴なう麦笏火山の一大噴出物と考えられ

ている凝灰岩質泥流の一部である（図版V）。

外観は灰白色ないし淡褐色を呈しところにょって暗灰

色を呈する粗霧な未凝固なものが多い。このなかには安

山岩類』プロピライト類等この地域でみられる限り註13）

註13）悪庭岳噴出物を除く。
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圖版IV　流動構造鞍示す破璃質紫蘇輝肩

安山岩の顯微鏡爲眞（11ニマル，×18）

　　　H雷Hypersthene
　　　PコPlagiocla＄e

　　　M昌Magnetite
　こトで・は球頼構造はみられない

瞳版V　千歳鉱山輻神鉱山附逝の泥流（泥熔埼）の顯微鏡篇眞

　（11昌コル，×18，ほと！げガラス質物質よ取る）

の前述の各種火山岩塊を含み，時に花歯岩質のもの，ま

たは泥岩・砂岩等の角礫もみられるが，その大きさは熔』

岩類に比して小さく，径2～3cm位のものが多い。そ

して多くの条線状の絹糸光沢を有する軟弱な白色浮石礫

を普遍的に含んでいるのが特徴である。これらのいろい

ろの岩礫は凝灰質の火山灰で充填されている。

　この泥流は新第三紀層および前麺の噴出岩を広く蔽つ1

て》・るが，露出して基盤層と直接するところ1さ轡なく・

多くは断層あるいは不整合の形でみられ，不整合の場合

はそれらの間に砂・礫・粘土または他の火山灰層などが

挾まれている。第3図の柱状図にも示した通り，その下

部および上部が，洪積層の河成段丘塩積物であることは

露出で明らかで，，この犀流の噴出期は洪積期の比較的初

’
期

または中期と考えて間違いないであろうo

、

6．鉱床について
』
こ
の
調 査研究は主として地表調査を基とした資

料により地質と鉱床との関係を明ちかにしよう
．としたものであるから，鉱床自体の個々の問題

については別掲の報丈註14）を参照願いたい。こ

・玉では野外にみられた鉱床を中心にその概略を

簡革に述べる。

　この地域の鉱床は，前記め初期噴出岩類および新第三

紀層中に胚胎する浅熱水性裂罐充填含金銀石英脈で，金

および銀を稼行の対象としており，それに附随する硫化

鉱にはほとんど稼行に堪えるものはない。この石英脈の

分布状態は第4図に示す通りで，そのおも、な鉱山は恵庭

鉱山および千歳鉱山であり，北部に光竜鉱山註15）炉ある。

　恵庭鉱山（胆振国千歳郡恵庭町）は漁川上流附近にあり

昭和5年皆川愛次郎の経営以後，日本鉱業を経て現在油

谷鉱業の手に移つているが，第2次世界大戦中に閉鎖し

目下その再開準備中の模様である。

　鉱床の母岩は主としてプロピライト質の北部初期噴出・

岩類そあるが，その東部では漁層下部硬質泥岩中の石英1

脈をも採掘した形跡がある。その分布状態は第4図に示

した蓮りであり，漁岳前期熔岩中に見られる石英脈・方

解石脈の細脈については，その含金量はまつたく不明で

ある。

　この鉱山附近の石英脈は幅1Cm前後のものから4G｛・

60cmにおよび，さらに脈幅の六きなものは，これらの

集合したものとみられる場合が多い。これらには著しぐ

分岐脈が発蓬し，富鉱部でば不規則に曲折し，．不定形の

空隙がみられ，福富忠男教援謙6）はこれを「迷路」状構造

と称している。この大小区々の脈は，野外でも一般に走

向E－Wから：N700W，傾斜は垂直あるいはNまたはS

へ80。前後，あるいは：N30《》80。W，70’》80。NWの一

定した方向性が認められる。このうち前者の傾向は初生

的主脈に多く，後者は後次的附随脈または分岐脈に多い。

　との含金石英脈には，方解石脈が伴うζともあるが，

それぞれ単独に発達する場合が多く，その場合には方解

石脈は一般に細脈である。石英脈の母岩に接するところ

では，石英は普通粒状で，続いて縞状あるいは輪状とな、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ることもあり，鉱脈の中央部に晶洞が発達し，結晶も大

きくなり，櫛状構造を呈し，方解石はこれを充翼して存

在することも訪る・鉱脈が母岩の周縁部において角礫状p

を呈するごとがあるが，これは裂鐸生成に伴なう小さな

亀裂を鉱液が充揖し，母岩の→部を交代したものと考え

　註14）悪庭鉱山の坑内調査の結熟こづセ・ては高畠彰腐島清の報告

　　　（未刊），千戯鉱山については高島淑未刊）および藤本明則（文

　　　獣6）），総括的には編富忠男（丈献7））

　註15）齋藤正雄：文献1）
　註16）丈献7）（その圏版もある）
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られる。

　野外にみられる鉱脈に黒色の部分の伴なわれることが

あるが，これは酸化したマンガン鉱で，反厨顯微鏡下に

黄鉄鉱と方錯鉱の微晶がみられるのみである。坑内では

別に輝銀鉱の存在が明らかにされてし♪る。

　母岩は鉱脈附近で特に著しい変質作用を蒙つた跡を示

すことが少なく，明瞭な境界を有し，前述の一般的な変

質のみがみられる場合が多い。この母岩のなかで，鉱脈

と直接することなくその延長方向とまつたく平行した裂

舞が，同一母岩の角礫によつて充填された脈状角礫帯を

みることがあるが，これは脈の貫入前に生じた裂鐸に沿

う小規模な断層角礫化作用によるものであろう。このよ

うなことと，他の裂鐸あるいは節理なども鉱脈に平行な

もののあることは，母岩自身の構造と鉱脈との密接な関

係を、思わせるo

　記録によれば，当鉱山の主脈の総延長は650m，その

鉱脈には東方に100m，西方に100mの富鉱体があつ

て，前者は「金17～189，銀’150～1609，後者は8～99

および45～50gの平均品位をもつていた。

4　鉱躰湛』》ノ　　　　ー鉱
　慮庭つ村』1山　＿グ．

〉　　　岬彰翻’、
　　　　　　　　　　　　／、く○

　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　第5圖　悪庭鉱山附逝高品位含金脈分布圖

に際し保坑鉱山に指定されだ註19）。終戦後再開し今日に

至つている。

　本鉱山はおもに前述の南部初期噴出岩類中の鉱脈を稼

行しており，鉱脈の分布は第4図に示した通りである。

その鉱床区は次のように分けられ七いる。，すなわち，福

神沢地区・黄金沢地区・舞鶴沢地区・鳴尾沢地区（現在、

休山状態）で，露頭地区には白金地区（ニナルシユトマ

イ川上流）・フレナイ沢地区・オコタソ地区がある。露

頭地区は交通きわめて不便であるので，その稼行は今後

の問題である。

　含金石英脈は各所に平行脈の発蓬をみ，幅0・01mか

ら2．3mにもおよぶものもあるが，広いものは恵庭鉱

山附近と同様いろいろの鉱脈の集合と見倣しう』る場合が

多く，膨縮もはなはだしく，平均すれば0・5～1．Om位

のものが通例稼行対象となる。こXの鉱脈には縞状構造

々x争く千歳型註20）とも称せられ，それに伴なう富鉱体

には『銀黒」も発達するが，これ嫡福神鉱床に著しい。

　この石英脈の方向性は，当鉱山附近の南部と北部では

趣を異にしており，各地域の坑内に認められた性質は第

2表のようである註21）。

　　　　　第2・表　（藤本氏＊による）

鉱脈矧

舞鶴本鑓

鶴王グ
黄金沢ケ

福神〃
大黒本ケ

弁天本ケ

鳴尾グ

走向噸刹韻（m）1延長（M）

N80W80SW
N30W85SW
N70E　80SE

N45E70NW
N85E851NW

N85E85NW
N55E80NW

1．5

0．5

1．2

1．0

1。2

0．4

1．5

1，000

　500
　600・

　450
　70Q
　300
　400

鉱床区

　参考のために，こ』に恵庭鉱山附近の露頭で，0．5g／t

』以上の金を含有する鉱脈の分布状態を品位図註17）を引用

して示せば，第5図の通りである。

　干歳鉱山（胆振国千歳郡千歳町宇美笛）は本地域の南部

の大半を占める鉱区註18）をもち，美笛川に滑う附近が現

在おもに採掘されている。昭和10年中島門吉の採掘に’

始り，昭和13年千歳鉱山株式会社の手に移つて以来，

活淡な操業が続けられ，第2次世界大戦中の金鉱業整備

註17潮　日本鉱業操業中に作成されえもの。

註18）謄振國採登第54號，第100號

舞鶴沢

　〃
・黄金沢

福神沢

　〃

　〃

鳴尾沢

　＊これには同鉱業所重松氏の資料も入つている筈で

　。ある

　露頭にみられる鉱脈も，ほ黛坑内で確められたものと

向様な方向性が各地域ごとに認められる。その吋般的傾

・向を恵庭鉱山附近のものに加えて示せば第3牽のごとく．

であるQ

　このような差異は後述するごとく，母岩の性質註22）・

構造および当時の造構蓮動にも関係するものである。

　この石英脈に伴ない，この鉱山では種々の鉱物がみら

れる。閃亜錯鉱・黄銅鉱・方錯鉱・輝銀鉱・濃紅銀鉱耐

ポリバサイ』ト・淡紅銀鉱・脆安鉱等で，これらが富鉱体

附近で「銀黒」を形成するところもあり，自然金もそれら臼

に伴ない時に肉眼的にも見出される。脈石としては石英

註・9）そ継での臨量55掛シ，うち金：5・3t銀：29t

註20）　　前述丈獣7）

註21）　藤本明貝班：　丈獣6）　より弓1用

説22）母岩の性質飼よび鍵質については前第5項に詳しく記載して

　　あるげ
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も第　　3　表 ・7．・地史および地質構造と鉱床との関係（総括）

　　　　　走向傾斜幅員鉱脈賦存地区　　（平均）　（平均）

福神地区

黄金沢地区

’
舞
鶴 沢地区

鳴尾沢地区

丹鳴沢地区
（白金）

フレナイ．〃

起丹〃

起丹北部

（N80E80N）

N89E（垂直）

（1．o）

0．5
（一）

N30’）50W　O．5飼
70S＾’70N

N80E85S

N60E80S

N50E80：N

N60E80N1

N40W70S

　　　　N80Wβ》80E恵庭鉱山地区’　8αN

1．0

1．0
（一）

i．0
（±）

0．8’》

　1．0

0．5

0．5

1．0

母 岩

南部噴出岩類中の混
成相を主とする

南部噴出岩類中の塊
状熔岩相を主とする

同上
南部噴出岩類中の角
礫凝灰岩相を主とす
る

南：部噴出岩類中の集
塊岩様角礫状熔岩を
主とする

北部噴出岩類中の輝
石安山岩質熔岩

同上および凝灰質砂
岩を主とす

北部噴出岩類中の石
英安山岩質熔岩を主
とする

同上および第三紀層

〔註〕・これは一般傾向を示すものであるo詳しぐは

　　第4図および第5図参照のこと・

　　幅員は0．1m以下の細脈を除く

を主とし，乳白色不透明のもの，半透明あるいは透明の

もの，紫水晶等もみられ，氷長石・方解石が伴なわれる。

著しい「銀黒」の発遽は福神鉱床においてのみで，この

「銀黒帯」の近くで，石英の生成順序すなわち初期の母岩

を交代したものから末期の晶洞をうめるものにいたる晶

出の過程が示されている。

ロなお，この鉱山の鉱区内で，オコタyぺ川麦流に，石

英安山岩質熔岩を母岩として黄鉄鉱・黄銅鉱等が著しく

鉱染・交代して鉱床を形成する地域があるが，その稼行ゴ

価値については今後の検討を要する。

参考のために，当鉱山の最近3力年の稼行実績状況を

第4表に示す。

第　　4　表

・粗鉱量（↑on）

精鉱量（ton）
金品位（g／t）

銀品位（9／t）

水平坑道（m）
掘　　上（m）

処　分　状　況

23一年

541

325

150。8’

1，427

140

精鉱は日立
製錬所へ

24年
1，527

1，018

129

1，159

192・

日立及び尾
去沢製錬所

25年
1，810

1，734

142

1，080・

658

　64．

尾去沢製錬
所

千歳鉱山最近3力年め生産実績表（札幌通産局鉱業課調）

　本地域では北海道南部地域で基盤としてみられるいわ

・ゆる「古生層」を欠き，中新世以前の堆積勿も火成岩類も

まつたく遜られない。前述のごとく南部の最下部層すな’

わち美笛層を訓縫統の比較的下部のものとして・以上述

べてきたことを綜合すれば，㌧次のような地史および地質

構造の変i遷が考えられる。

　すなわち，1）　まず火山活動註三3）に伴なう来成砕屑物

の堆積が南部を中心に行われ（美笛層），2）続いて北部

は比較的深海となり漁層下部の泥岩類の堆積が行われ，

南部では地盤は比較的隆起し，その窪みに泥岩を堆積し

た。3）　この頃南部では隆起に引きつづいて火山活動が，

起り，漁層の下部層の泥岩にはその周縁部において凝灰

質角礫を混え，広く火山噴出物に蔽われたるこの時の噴唱

火活動は断続的に数回行われ，角礫状あるいは集塊岩状

を呈する熔岩が流出した（南部噴出岩類）。4）　この火山

活動はいわば局部的なもので，北部は依然海底にあつて

漁層上部の堆積が行われていた。5）漁層上部の堆積の

後期に北部では火山活動があり，北部噴出岩類の流出を

みた。すなわち後訓縫期り火山活動であち。6）　引続き

地変が起り，堆積稜岩類・噴出岩類に亀裂を生ぜしめ，

断層あるいは角礫化帯も生じた。7）　さらにほ黛同時期

に比較的酸性の擬灰岩あるいは熔岩の噴出郭よび脈岩類

の貫入が行われ，8）それらの先駆的火成活動に引続き

熱水溶液が上昇し，母岩にそれぞれ変質作用を与え（母

岩のプロピライト化等），その後を追つて金銀あるいは1

他の金属鉱物を含む石英脈が母岩の裂鐸・亀裂あるいほ

節理を充填した。この時未だ母岩類註2呈）は浅海中にあり

9）　この後直ちに地盤の隆起を伴なつて漁岳・丹鳴岳を

形成する火山活動が起づた。ごれはほ黛第三紀宋期の一

大地変の一部と考えられ，その期の火山形成はこの地域、

附近でもかなり広範囲に認められる。10）洪積期に入る

と支笏カルデラ湖を形成し，：支笏泥流を流した一大活動

があり，11）沖積期には恵庭岳・不死岳・樽前山等の火

山活動が起り，この附近はほとんど噴出物によつて蔽わ

れるようになつたのである。’

　本地域を大局的に眺めれば，それほど大きな断層蓮動’・

等を伴なう造構蓮動は認められないが，次の3つの代表・

’的な構造的弱線がみられる・すなわち第7図に示した・

（1）空沼岳・漁岳・丹鳴岳を経て，白老岳にいたる第三

紀末の熔岩類を噴出した北北東～南南西の直線的弱線，

（2）「陥没によつて支笏湖をつくつた同湖盆を取巻く同心

　註23）　この活動がど戸いうものであつたカ・この地域では不明

　註24）廣域にわたる安山岩のプロピライト化は熱水溶液のをでなく》

　　　外的條件として海水の影響をも併せ考えるバきであると筆者

　　　（猪木）は考えているo
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ノ

1，檬蕪籔難

　　　　　　　　　　　動，103
屯老飢

＋
＋
欝 、・　　騨’難4
’＋＋＋’　　　　　　　　、　　　　　￥

第、6圖

［三勢第4紀層

吻第3紀暦
麗翻新期火山岩

匿堅中期

区z］　初期噴出岩類

臨石英脈方位
＼　　山岳を形成

￥

　＼する絹造線

　魅0　　　　　　5Rm

恵庭・千戯爾鉱山附近の地質橿造線を示す圖

円的弱線，（3）新期の火山群恵庭岳一風不死岳一樽前山

を結ぶ線註25）とほ黛それに直角な丸駒温泉とオコタソペ

温泉を結ぶ線である。

　これらの構造線は，石英脈の生成には直接関係はない

ようであり，鉱脈生成当時には潜在的なものであつたが

当時の地変によつて生じ，鉱脈の通路となつた裂罐・亀

裂あるいは小規模な断層などの構造が生ずるに当つて，

側面的な影響を多分に与えたであろう。

　実際にみる石英脈の方向に関してはすでに第2表，第

3表にその一般的傾向を示し，第4図におもな断層・脈

状角礫帯・裂罐あるいは節理等の大体り関係を示してい

る。これによると地域によつて異なるなにかが外的蓮動

に支配されたような傾向を示すが，その差異は前にも述

P
ぎP

oD

鉱　詠

断　層

角礫叡鯨粉

　　　　　　N
　　　　　　　＼　P3D　D　　　・P
　　　　㊦3～　　　　　9　　　．D　　　　　　　　　P2P2
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D⑫P
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9ド

M

簗　　　P

b4ヒ部熔岩・類を母岩とするもの

　　　　　　　NT2
　　　　　℃M2M」T，M2
　　　T
　　A5　　　　　。M　　　　　OA，丁・

　A。M

　　　　　8T・oTA，M　　　　　　　　　A

　　　　●A2　　　　　　　0A
　　　●T　　　　oM

oA

oT

oA

oM

OM

T

丁

●M2

＾M

丁2

T

9M3

N

W
E

　　　oMσ
T
M
2．＼1ジ

断　層　　　　　　M2

　　　　　　A、角磯蜘購犬）

　ロ　　　　トオ

　　　　T　oA。M　　　。MるAJ

　　　　．M・τ鈴
　　　oT　　OA●A2q団　OA2

T
T

　　　C南部熔岩頚を．母・岩とするもの
註　極端な相蓮を示すものは地域を別とする場合が多い。

断暦，角藤帯（脈状）暫の資料は鉱脈分布圖以外の資料が加

えられている。

T

●　鉱　麻

o　断　層
　　　　　　　　　　5
　　　　　a第三紀暦中の方向性
　　　第7圓　　母居別鉱脈方向ステレオ投影圖

註2r）　これは丈叡2）にも言己載され’ている。

べたように，母岩の種類すなわち噴出期あ為いは分布状

態の異なる南北の噴出物の性質に影響されていると思わ

れる点が争め註26）。これらめ関係を母岩の種類によつて

分けて，ステレオ投影によつて示せば第7図のごとくで恥

あるQ

註26）少し意昧が異なるが，同一岩盤の中で岩相の差によつてその中

　の主要節理の方向を異にするという例が深成岩中に認められて

　いる（同一岩相では同一方向を保つ）。
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　この図から，各地域の同性質の母岩内の鉱脈の方向は

おる程度一致し，母岩の性質は鉱脈の走向・傾斜を支配

しているようである。しかもこれは小規模な構造線にも

影響されているが，前述の3大構造線とどのように結び

つくかは，地域的造構蓮動をさらに検討することを必要

とする。

　以上述べてきたことをこ」に総括すれば，要するにこ

の地域の含金石英脈は訓縫統（中新世）の一部と考えられ

る地層を基盤とし，その末期あるいはそれ以後の火山活

動による噴出岩類の流出後の地変に伴なつて，それらを’

母岩として生成された。この鉱床は北から南へかけて一

様に分布し，その方向性は地域によつて異なるが，一定

の傾向を保つており，それは鉱脈生成前の堪変による構．

撞線の形成および母岩の種類に影響されている。そして

それらはさらに大ぎく支笏湖周辺にみられる大構造線に

潜在的に麦配されたものであると考える註27）・

8．結「　言

　現在重要な金鉱脈とその附近の地質との関係について

の調査研究の結果をこ玉にのべた6鉱床の母岩および鈎

脈生成前後の火山活動とそれに伴なう造構蓮動は，鉱脈

の方向性を支配している。そめ地域に潜在する大きな構
一
造
的 地質理境も影響を与えたであろうと考える。

　この恵庭鉱山と千歳鉱山との間の地域が比較的狭小で

あり，かつまたきわめて交通不便なため充分な調査をな

　　註27）むろんこれは鉱床生成以後のものであるカ・ら具鶴的には剣ら

　　　なセ、o

し得なかつたし，かつまた構造的問題の究明あるいは基

盤層の地質時代の決定等についても，多くの不満な点を

残したことははなはだ遣i感であ？た。

　　　　　　　　　　　　（昭年26年8（・9月調査）
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